確認する
﷽﷽﷽﷽﷽﷽﷽﷽﷽﷽﷽﷽﷽﷽﷽﷽﷽﷽﷽﷽｢






































































































使用するＤＶＤチャプター：A-0 命を守る防災（イントロダクション）、A-1 様々な自然災害、A-2 地震を知ろう、
A-3 地震から身を守ろう、A-4 緊急地震速報を活用して身を守ろう
 活用できる教科・領域：中学生／社会、理科、保体、総合、特活　　高校生／理科、保体、総合、特活
1.プログラムの趣旨
　地震についての理解を深めるため、ＤＶＤやワークシート教材を活用して、日常生活の様々な場面で地震から身を守る方法を学ぶことで
地震の時に危ないものに気づき、自らの安全を確保する方法を知る。また、学んだものを広めることで、友人、家族、地域社会の人々の安全
の確保に貢献する。
2.ねらい

　❶地震が起こるメカニズムを学ぶとともに、日本は地震が多い国であることを理解する。

　❷地震から身を守る方法を知り、地震災害時、危険を回避する行動ができるようになる。

　❸緊急地震速報のしくみを学習し、揺れが来るまでの間に何ができるかを考え、行動できるようになる。

　❹中学生は学習したことをもとに、地震災害の時に自分の身を守るだけでなく、他の人のためにできることを積極的に行うようになる。

　　高校生は学んだことを活用することで、自らの安全の確保だけでなく、地震災害の時に友人、家族、地域社会の人々に意欲的に貢献する取り組みができるようにする。
3.展開
	段階
	学 習 内 容
	教師の支援・指導上の留意点

	導入
（１０分）
	①「災害」のことばの意味を考える。
	●「災害」にはどんなものがあるか話し合い、DVDのA-0、A-1を見せる。
▼すでにこのチャプターを見ている場合は省略し、前回のふりかえりを行う。

	展開
（３５分）
	② 地震が起こるメカニズムを学
び、地震が起こった時、どのよ
うにして身を守るかについて学習する。

	●DVDのA-2、A-3を見せる。

●A-3で「考えてみよう！」の画面が出たら、DVDを一時停止し、以下を板
書する。
【地震の時に気をつけなければいけないもの】

・倒れてくるもの　・落ちてくるもの　・移動してくるもの
●DVDを再開する。

【家の中での対処】

・テーブルの下に隠れ、テーブルの脚をしっかりにぎる。テーブルがなければ、 クッションなどをかぶって頭を守る。何もない時は、柱のそばで、体を小さくしてうずくまり、手の甲を外側にして頭を守る。

【道を歩いている時の対処】

・ブロック塀、電信柱など、危険なものから離れる。

・電車やバスでは、指示に従って落ち着いて行動する。

【教室での対処】

・机の下にもぐり、机の脚をしっかりにぎる。
●「ふりかえってみよう！」の画面が出たら、ワークシート１を配付する。

	
	③ 様々な場所で地震が起きた時の
危険を知り、身の守り方を理解
する。

	【ワークシート１】地震が起きた時、考えられる危険は？

▼学校だけでなく、家の中や通学路など、様々な場所で地震が発生する可能性があることを伝える。

▼「倒れてくるもの」「落ちてくるもの」「移動してくるもの」のそれぞれに注目させる。

	
	どんな危険があるか、危険から身

を守るためには、どのような行動
をとればよいか、ワークシートに
記入し、発表する。
	▼生徒の発言に応じて、「もし近くに机がなかったら（回答例：体を小さくしてうずくまり頭を両手でしっかり守る）」「地震で揺れている時に外へ逃げて もよいだろうか（回答例：古い建物の中にいる場合は、いち早く外に出ることも必要）」など、追加の質問を行う。

	
	④ 緊急地震速報のしくみを学ぶ。
   緊急地震速報がどんな時に鳴る
のか学び、冷静に対応できるよ
うにする。

	▼「緊急地震速報」を知っているかどうか問いかけ、知っている人に手を挙げさせる。

●DVDのA-4を見せる。

【緊急地震速報とは】

・震度5弱以上の強い揺れが予測される場合に震度４以上が予想される地域に対して出される。

●「ふりかえってみよう！」の画面が出たら、ワークシート２を配付する。

	
	緊急地震速報が鳴った時に、とるべき行動をワークシートに記入し、発表する。
	【ワークシート2】緊急地震速報が鳴ったら？

▼まわりへの声かけが重要なことを伝える。

▼先ほどの授業で学んだ、危険から身を守る方法を思い出させる。

	まとめ

（５分）
	⑤ 危険なものを早く見つけて、すぐに離れることを確認する。
揺れを感じたり、緊急地震速報を聞いて、地震の発生を知ったら、最優先で「危険なもの」から離れるべきであることを理解する。
	▼授業でふれなかったシチュエーション（外出している時など）で
も、同じように、危険をいち早く見つけて離れることが大切である
ことを補足する。




▼自分の身を守るだけでなく、学んだことを家族や他の人にも伝えて

  いくことが大切であることを確認する。



ワークシート1「地震から身を守ろう」
　　年　　　組　　　番　　　名前
ふりかえってみよう！地震が起きた時、考えられる危険は？
地震は、いつどこで起きるか分かりません。どんなところで地震に遭っても、危険を予測し、回避できるように、それぞれの場所で考えられる危険を挙げましょう。
次の場所で地震が起きた時に予測される危険と、それを回避する方法を書きましょう。
   　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　
　　

　　
　　



ワークシート２「緊急地震速報を活用して身を守ろう」
　　年　　　組　　　番　　　名前
ふりかえってみよう！緊急地震速報が鳴ったら？
緊急地震速報は確認する
﷽﷽﷽﷽﷽﷽﷽﷽﷽﷽﷽﷽﷽﷽﷽﷽﷽﷽﷽﷽｢





































































































地震対策のひとつです。どのようなしくみになっているでしょうか。
緊急地震速報を活用して自分の身を守るだけでなく、周囲の人のいのちを守ることができる行動について考えましょう。
❶緊急地震速報は、どんな時に出されるのでしょうか。

❷緊急地震速報は、何によって知ることができるでしょうか。

❸ 緊急地震速報が鳴ったら、何をしたらよいでしょうか。

ワークシート1「地震から身を守ろう」
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ワークシート2「緊急地震速報を活用して身を守ろう」
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「地震災害」　　(50分)	　　　　　　　　　　　　　　　　　　　対象／中学生用・高校生用











回避方法





予測される危険





■学校内（教室、トイレ、体育館、音楽室、理科室など）





■家の中





回避方法





予測される危険





■通学路（徒歩）





回避方法





予測される危険





■電車やバスの中





回避方法





予測される危険








